
令和４年度 高知市立学校 学校評価書 

 

（ ）内は，令和３年度の評価                    学校名  高知市立南海中学校 

大項目 
自 己 評 価 

 

 
学校関係者評価 

中項目 小項目（評価指標・具体的な取組） 達成状況・改善方策 評価 評価 

Ⅰ
 

夢
・
希
望
・
志
を
も
っ
て 

社
会
を
生
き
抜
く
人
づ
く
り 

 

キャリア教育 

 

①進路指導を充実 

②南海立志塾３回以上実施 

③生徒に夢や希望を持たせる 

職場体験等が実施できない中，工夫してキ

ャリア教育に取り組んだ。１年からの進路

指導を一層進めていきたい。 

Ａ 

(B) 

Ａ 

(B) 

先生方と生徒の皆さ

んが協力し合って，防

災をはじめいろいろ

なことに積極的に取

り組んでいると思う。

男女問わず仲が良い

事，生徒達が色んな行

事に真剣に取り組ん

でいる姿を見ている

と，良い学校生活が送

れているのだなと感

じる。 

防災教育 

①年間５回の避難訓練実施 

②生徒の主体的行動 

③保護者・地域との連携 

避難訓練は予定通り実施できた。９割以上

の肯定があり，生徒は意識を高く持って行

動できている。地域を愛する行動へ。 

Ａ 

(A) 

Ａ 

(A) 

特別なニーズに

対応した教育 

①組織的な相談活動 

②個別の校内支援会議 

生徒の実情と対応について，教職員間で共

通認識しながら指導にあたることができ

た。 

Ｂ 

(B) 

Ｂ 

(B) 

長期欠席・不登校

への対応 

①支援会・生徒指導部会実施 

②迅速に対応する 

③新たな不登校を作らない 

不登校支援会を毎週行い，傾向把握と対策

に努めた。不登校の出現率は高止まりだ

が，内容的には大いに改善している。 

Ａ 

(B) 

Ａ 

(A) 

Ⅱ
 

思
い
や
り
の
あ
る
豊
か
な
心 

と
健
や
か
な
体
の
育
成 

人権教育 

平和教育 

①地域人材の活用 

②紫雲丸＋教科書無償 

③あらゆる差別への対応 

紫雲丸事故や教科書無償運動は，予定通り

進めた。小学校からのよい取組を継続し，

さらに発展させたい。 

Ｂ 

(B) 

 

Ａ 

(A) 先生，生徒が皆仲がよ

く暖かい雰囲気があ

る。スラックス導入や

説明会の YouTube配

信など全てが迅速で

常に新しいものを取

り入れいく積極的な

姿勢が素晴らしいと

思う。 

道徳教育 

①道徳の授業の充実 

②あたたかい学級運営 

③学校生活全般における道徳 

道徳の授業は内容的にも深みのあるもの

ができている。さらに時間確保をめざした

い。 

Ｂ 

(B) 

Ｂ 

(B) 

人権尊重を基盤

とした生徒指導 

①自尊感情を育む 

②いじめの早期発見・対応 

③ボイスシャワーの嵐 

二者面談や認め合う関係づくりにより，生

徒どうし，生徒と教員の関係性は良好であ

り，問題行動の少なさに結びついている。 

Ａ 

(A) 

Ａ 

(A) 

体力の向上 

食育の推進 

①保健体育・部活動の充実 

②基礎体力を高める活動 

③食に関する指導の充実 

体力テストでは２年男子は８種目中２種

目で全国超。２年女子は全国超なし。体力

の２極化傾向が見られる。 

Ｂ 

(B) 

Ｂ 

(B) 

Ⅲ
 

自
ら
学
び
，
学
び
の 

楽
し
さ
を
共
有
で
き 

る
力
の
育
成 

確かな学力を 

育む教育 

①学びあい授業の充実 

②生徒の学習意識の向上 

③あらゆる学力向上対策 

今年も学力向上に尽力した。学びあい学習

への取組が，徐々に学力向上に結び付くよ

うになってきた。来年度が勝負。 

Ａ 

(B) 

 

Ａ 

(B) 

学び合いの授業は，班

活動で自分の考えを

声に出して言う経験

は，お互いを理解し合

い高め合うだけでな

く，議論の仕方・思い

やる気持ち・自己肯定

感も学べると思う。 

学校の組織力 

教職員の 

資質・能力 

①授業改善を通じた資質向上 

②若年研・ОＪＴの促進 

③機能的な組織づくり 

④学校教育目標を達成する 

教職員組織の確立に力を注いだ。授業改善

や若年研を通じて，ОＪＴに取り組んだ。

学校としての組織力を最大限に発揮する

ために，粘り強く取り組んでいきたい。 

Ａ 

(A) 

Ａ 

(A) 

Ⅳ
 

学
校
・
家
庭
・
地
域
と
の 

 
 

 
協
働
に
よ
る
教
育
力
の
向
上 

 
 

地域との連携・協

働 

①地域校園連携会議の充実 

②ＰＴＡと地域の協働活動 

③校区一斉津波訓練の実施 

限られた状況の中，「防災活動の日」等を

通じて，地域との連携に努めた。学校運営

協議会の設置に向けて動いている。 

Ｂ 

(A) 

 

Ａ 

(A) 

地域のイベント・行事

に積極的に参加して

いることが素晴らし

い。防災活動の避難訓

練では，地域住民を交

えてリーダー的存在

になってくれたのが，

とても頼もしかった。

年配世代が増えた地

域ですので交流がで

きて良いと思う。 

活力ある学校づ

くり 

①学校評価アンケートの活用 

②授業評価アンケートの活用 

③学校生活意識調査の活用 

各種アンケート実施し，客観的に対応を見

直すことができた。データ量が多く消化不

良にならないよう配慮する必要がある。 

Ａ 

(A) 

Ａ 

(A) 

学校段階等間の 

円滑な接続 

①保小中連携協議会実施 

②校区で管理職部会・３部会

を確実に実施 

校区保育所・小学校と連携することができ

た。３校共同の学校運営協議会の設置に向

けて学習会等を行うことができた。 

Ｂ 

(B) 

Ａ 

(A) 

 

経営のまとめ（成果と課題） 

 

 

 

 

学校関係者評価委員のまとめ 

学びあい学習により，すべての生徒が意欲的に学ぶことをめざして授業力の向上に努めてきた。学力調査の結

果は３年生は目標としていた状況に達することができた。１・２年は改善の兆しが見えてきているので今後の

取組が重要となる。生徒の防災意識は高いものがあるので，有事の際に積極的に行動できるようさらに高めて

いきたい。生徒どうし，生徒と教職員との関係性は大変良好である。保護者からの信頼をさらに高めることが

できるよう，生徒の思いや保護者の願いを大切にする学校，地域の公立中学校として応援してもらえる学校と

なるよう，取組を進めていきたい。 

自分たちが中学生だったこ

とに比べると生徒がややお

となしいと感じる。素直なの

はよいのだが。これも時代の

流れか。 

※ 中項目については，第２期高知市教育振興基本計画に含まれる内容の一例であり，各学校で独自の項目を設定することは可能である。更

に各学校の取組に応じて他の大項目に分類変更してもよい。また，大項目Ⅰにおける中項目「特別なニーズに対応した教育」の一例は，第

２期高知市教育振興基本計画にある「特別支援教育」「就学・教育相談」「帰国・外国人である子供への支援」などである。 

 ※ 評価は，Ｓ…大変優れている，Ａ…優れている，Ｂ…概ね満足，Ｃ…要改善の４段階で記入する。 

様式１ 


